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Ⅰ　厚岸湖畔におけるアッケシソウの植生分布

はじめに

　厚岸湖は、周囲約２８．４キロメートルの汽水湖であり、面積は、およそ３，２３０ha

の湖である。また、湖の最大水深は、１１ｍ（干満時の潮流路以外は平坦で１ｍ～３ｍ）

であり、周囲は湿原(塩湿地)や丘に囲まれている。塩湿地には、多様な塩生植物群落が分

布している。厚岸湖の浅水域の底質は泥となっている。湖には、５つの主な河川（辺寒辺

牛川、トキタイ川、東梅川、イクラウシ川）が流入しており、各河川の流域付近及び湖岸

の多くは、ヨシ群落となっている。厚岸湖岸の湿原の２０％が公有地で、そのほかは私有

地となっている。湖岸周辺の植生は、湖岸線より概ね１ｋｍの範囲内の状況を相観により

100 分比を用いて記すとおよそ混合林２０％、自然草地５％、湿原１０％、集落地２０％、

河川域４５％である。

　この厚岸湖岸の湿地も１９９３年（平成４年）にラムサ－ル条約の新しい登録湿地とな

り、その多くは、水鳥の生息する湿地として脚光を浴びているが、それ以外でもこの地域

は、国設鳥獣保護区特別保護地区及び道立自然公園特別地域でもあり、中でも絶滅危惧種

とされている貴重な塩性植物アッケシソウが分布しているところでもある。

１８９１年(明治２４年)に北大の宮部金吾博士によって(名付けの親である)塩性植物で

あるアッケシソウが厚岸湖内の牡蠣島で初めて発見され、１９２１年（大正１０年）に、

このアッケシソウが、「厚岸湖牡蠣島植物群落」の１種として国指定の天然記念物に指定

された。また、大正から昭和初期にかけて多くの研究者により調査された。しかしながら

環境の変化により、植物群落は，水没により姿を消し、湖岸でも限られた場所でしか見ら

れることが出来なくなり、１９９４年（平成６年３月）に国の指定が解除された。

　厚岸湖岸における塩生植物（特にアッケシソウ）の本格的な学術調査は、近年行われて



おらず、１９５４年（昭和２９年）、当時北大農学部の辻井達一教授が出された論文、植

物生態学会報第３巻第４号にある「釧路厚岸湖畔アッケシソウの生態（第一報）」―北海

道塩湿地植物群落の研究（１）―が唯一あるだけである。その後、現在まで４５年あまり

厚岸湖岸の塩生植物の学術調査論文は出されていない。

厚岸湖岸のアッケシソウ分布調査については、厚岸町教育委員会が１９７８年（昭和５

３年）より現在まで継続的に調査をしている。また、保護、増殖として試験栽培等もして

おり、徐々にではあるがそれなりの成果も上げている。

近年、厚岸町教育委員会作成の報告書によると、湖岸が侵食や地盤沈下等のため湖岸に

おけるアッケシソウの分布が年々減少し、繁殖地の条件も悪化しているということである。

実際のところ湖岸の正確なアッケシソウの植生分布状況はどうなのか（どのぐらいあるの

か）、また、植生環境はどうなっているのかということを把握しなければならない。 　

今後、教育委員会の調査を生かし、さらに充実した調査研究をしていく上でも、教育委

員会の過去の調査データを踏まえながら、学術的な植生調査や生態調査、また、植生環境

の調査データ，保護増殖に向けての試験栽培等を通しながらの基礎データの本格的な実施

をしていくことが望まれる。このため、本研究では、まず、現状把握をすることを目的と

して厚岸湖岸におけるアッケシソウの植生分布と植生環境に関する研究をすることとした。

そのことを通して、今後植生分布データの積み上げや植生環境の積み上げでどのぐらい変

化をしているのかを知ることができるであろう。

厚岸湖岸の現地調査としては、１９９９年７月３１日、８月１日、８月２８日、９月５

日、９月１３日、９月２６日、１０月１１日の７日間行った。７月３１日、８月１日の２

日間は、私（内山）と北海道教育大学釧路校植物学研究室の神田教授、そして、厚岸町教

育委員会学芸員の熊崎氏の３名による現地調査を行った。８月２８日、９月５日は、単独

調査を行い、また、９月１３日は、厚岸町教育委員会の４名と一緒に同行し現地調査をし

た。９月２６日は、神田教授と２人で現地調査を行い、最後の１０月１１日は、単独調査

で行った。

１．　調査地の概要

　本年度、厚岸湖岸の全て踏査することは、地形及び環境的に難しい。湖岸の湿原は、ほ

とんど自然の状態で残っているが、しかし、主に対象が湖岸の塩湿地であり、満潮時には、

ほとんど湿地に海水が入り込み、湿地が水没状態となり、潮が引いている時においてもぬ

かるんで容易に歩行出来る場所ではない。つまり、潮の干満によって調査日時が限られて

くる。同時に目的地である現地に簡単にいける場所ではなく、時間もかかるということに

なる。また、近くには、ヒグマ､ エゾ鹿､ タンチョウ等も生息している場所であり、慎重な



行動を取らざるに終えない場所でもある。

調査する場所によっては、林道から湖岸近くまで行き、そこから徒歩で歩いて行くか、

また、チカラコタンから湖岸に沿って歩いて行くか、船をチャーターして近くの湖岸まで

いく方法しかない。

これまでの教育委員会の調査からアッケシソウの群落が確認されているところから現地

調査を行った。厚岸湖の北岸のホロニタイから金田崎、猫の沢からトキタイ川左岸、東梅

川右岸、東梅川左岸、イクラウシ川右岸、イクラウシ川左岸が調査区域である

中でも一番アッケシソウの群落があるトキタイ川右岸にあたる金田崎を中心に調査を進

めた。

２． 調査方法

厚岸湖岸を徒歩及び船舶を利用しながら調査した。船舶については、徒歩で調査してい

くことが難しいところで利用した。船舶の調査区域は、別寒辺牛川河口付近の湿地やトキ

タイ川の河口より上流の風澗湿地を利用した。アッケシソウが湖岸の北部､ 東部､ 南部にど

のくらいの群落をつくって分布しているのか実態を把握するために、踏査しながらアッケ

シソウが分布しているところの中心地に携帯用ＥＭＰＥＸポケナビＧＰＳ65ＥＧ（ＦＧ－

650／ＦＧ－653）を使って GPS を落としていき記録を取った。ある程度の大きな群落を

形成しているところは、メジャーで群落の長さや幅の測定をした。

アッケシソウの植生分布地点に、どれだけの所生量（植被）になっているのかを知るた

めに１㎡(１m×1m)の方形区を設定し、植生種及びその植被と高さを測定した。主な場所

は、トキタイ川右岸の金田崎地区とトキタイ川左岸の猫の沢地区とした。また、アッケシ

ソウの一番群落として多いところに場所の湖岸である金田崎地区(トキタイ川右岸)のポイ

ントから直角の調査線（Ｂｅｌｔ－ｔｒａｎｓｅｃｔ）を取り、海岸線に基準点（高さ０

ｍ､ 距離０m）を定め、そこから１、６ｍのところを起点とし、４２，９メートルの調査

線１本を引いた。起点をもとに１ｍごと(起点よりｌｉｎｅの右１ｍ四方ごと)に植生種及

び植被を出した。また、測量器を使ってＢｒｌｔ上の起伏を測定するため、起点より目測

で起伏が見られるところにアトランダムに位置を取りｌｉｎｅ上の各地点ごとの高さを測

定した。

その他として、植生環境を調べるため塩水調査として、７ヶ所アッケシソウが植生して

いる付近の水溜り(停滞水)にある海水のサンプルを取り、大学の生理学実験室に持ち帰り、

海水塩度計（8－１０型）を使って各群生地の塩水のＰＨと塩分濃度を測定した。また、

アッケシソウが分布している場所の記録としてスライド写真及びＧＰＳデータとして残し

た。



今回の調査と過去２年間の厚岸町教育委員会（調査の既データの概要）によるアッケシ

ソウの植生分布の推移も参考にしながら５万分の１の厚岸町管内図をもとに視覚的に植生

分布地をわかりやすく作成した。

３． 結果

　本年度、厚岸湖岸を踏査して、気付いたこと及び次のことがわかった。

〈　チカラコタン～トキタイ川左岸　〉

侵食が著しく湖岸が波で洗われている様子であり、また、山側のヨシ群落が湖岸まで迫

ってきている。湖岸や湖岸からヨシ群落の間の池状地になっているところは、ヘドロ状の

泥湿地であり、土壌が悪臭を放っている状況である。丘上地は、かなり侵食されて池状地

にかなりの海水が入り込んでいる様子である。ヨシやエゾオグルマ等でかろうじて食い止

めている状況である。特にイクラウシ左岸の広い池状地があり、海岸線の近いところの周

辺にアッケシソウの小群落（１0ｍ×10ｍの 100 ㎡以下を小群落と設定した）が６ヶ所見

られた。その６ヶ所は、いずれも点在化している。

（イクラウシ左岸図１） 　　

また、イクラウシ河口付近の左岸は、湿地上にコケ類がかなり覆われている状態であっ

た。河口付近にごくわずかのアッケシソウ数本が見られた。イクラウシ左岸の池状地（湿

地）に分布するアッケシソウは､ 満潮時にほぼ水没状態になっている状態である。 　　　　　　　　

（イクラウシ左岸図２）

〈　イクラウシ右岸～東梅　〉

　イクラウシ右岸の河口付近は、ヨシやエゾオグルマ等が繁茂する防波堤の内側の池状部

に幅１００m奥行き１０mのある程度のアッケシソウの大群落が見られた。特にアッケシ

ソウの群落地には、かなりのヨシやスゲが混入する形で存在していた。左岸同様に山側の

ヨシ群落がかなり海岸近くまで迫ってきている状態である。また海岸線もかなり侵食され

ており、ヨシ等の根の張りによってかろうじて侵食を防いでいるという状態である。イク

ラウシ右岸から東梅までの海岸はほとんど海岸線までヨシ群落が迫ってきている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（イクラウシ右岸図３）

〈　東梅～東梅川左岸　〉

　砂浜の侵食が著しく、川の岸機近づくほど平坦な部分も多い。砂地が堤防となり、その

内側にある池状地の堤防の周りに主に３ヶ所アッケシソウの小群落が見られた。９月１３

日の調査では、アッケシソウの高さは１９ｃｍであった。この場所も満潮時には､ 完全に

水没してしまう場所である。東梅川左岸は、泥湿地が広がり、アッケシソウの分布は、ほ

とんど見当たらず群落といえるものはなかった。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東梅川左岸図４）

〈　東梅右岸～猫の沢　〉

　海岸沿いにおよそ２０0 メートルのベルト状にアッケシソウの小群落の分布が点在して

いるのが見られた。主な小群落として３ヶ所見られた。中でもアッケシソウが密集してい

るところの小群落では、およそ６メートル×３メートルの小群落をつくっていた。

　東梅右岸は、特に平坦部分が多く､ 水溜りも多く、ひどくぬかるんだ泥湿地であり、川

岸近くは、アッケシソウは、見られなかった。

湖岸のベルト状のある池常地の一角の場所にアッケシソウを守る会の有志による試験栽

培場があった。栽培地の周りには、土嚢を積んでおり、潮で流されるのを防いでいた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東梅川右岸図５）

〈　猫の沢～トキタイ川左岸　〉

点在ながらも一番まとまった群落が見られた。一部大群落に近いのが確認された。中で

も猫の沢地区にある東トキタイ川左岸の池状地の淵 100ｍに多くのアッケシソウが見られ

た。特に砂地に植生しているアッケシソウは、湖岸を調査し、見られたアッケシソウの中

でも一番の生育状況であった。その大きさは幅 20ｃｍ高さ 2５ｃｍであった。また、東ト

キタイ川右岸には、いくつものアッケシソウの小群落が点在していた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（猫の沢図６）

東トキタイ川からトキタイ川右岸までは、ある程度の目立った大きさの群落としては、

小群落が３ヶ所見られた。しかしながらトキタイ川に近づくにつれてアッケシソウの分布

は見られなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（トキタイ川左岸図７）

〈トキタイ川右岸～金田崎〉

　トキタイ川右岸河口周辺へは、小さな川がいくつもあり、陸路からでは近づけず、その

周辺を踏査することができなかった。しかしながらマリンジェットという小型船舶でトキ

タイ川河口右岸に接岸し、上陸した際わずか数本のアッケシソウが点在していた。今回、

この船舶を利用して、未だこれまでの学術調査でも未調査地区であったトキタイ川河口か

ら上流に向けての湿原である風澗地区を調査したが、ほとんど川岸までヨシに覆われアッ

ケシソウの分布は､ 見られなかった。

　金田崎とその隣の丘陵部にはさまれた湿地の池状部にアッケシソウが散在して分布して

いた。厚岸湖岸の中でも湿地面積が一番広く、また、アッケシソウも点在する形で小群落

を形成していた。主なまとまった群落としては、5つほど見られた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（金田崎図８）

　金田崎地区のアッケシソウが一番分布している場所のところのＢｅｌｔ調査として、土



地の隆起測定では、94．5ｍの間で測定した。基準点から 0.6ｍ～1.3ｍの高さの湿地に塩

生植物が分布していた。また、この 1.3ｍの盛り上がった土地が侵食され決壊すれば生息

地そのものが消滅してしまう可能性があるかもしれない。アッケシソウは、高さ 1ｍ前後

を中心にしたところに自生していた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（金田崎土地の起伏測定グラフ）

　なた、測定値では、アッケシソウの近くにヒメウシオスゲがかなり分布していることが

わかる。アッケシソウは､ １㎡で平均して植被が５％であった。測量起点より 26～27ｍの

ところと 85～87ｍのところの地点が植被の割合が大きく、ヒメウシオスゲと分布地が相

対していることがわかる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（金田崎Ｂｅｌｔ上の植被表､ グラフ）

〈金田崎～ホロニイ〉

　金田崎近くにある海岸沿いの湿地の池状地にわずかのアッケシソウの分布が見られた。

〈ホロニタイ～神岩〉

　小型船舶を使い、湖岸近くから望見した限りヨシに覆われていた。また、学術調査でも

未調査地区であった別寒辺牛川河口湿地でも川の近くまでヨシが迫り、アッケシソウの分

布を発見することができなかった。

４． 考察

　厚岸湖岸に植生しているアッケシソウは、大群落というところは少なく、あえて大群落

といえる場所は､ 金田崎、猫の沢、イクラウシ右岸である。アッケシソウが分布している

地域は、他の塩生植物との競合や海水による侵食等を考えると今後徐々にその生育範囲を

狭められていくであろうと考える。また、わずかながらの小群落も点在しているアッケシ

ソウも同様である。

　特にアッケシソウは、天候や波浪などの自然条件や生育環境に影響されやすく、夏に調

査したときと秋に調査したときの周りの環境もかなり違い、海水が入り込み、水没､ 侵食

されたりするなど著しく変化していた。

Ⅱ　アッケシソウの植生環境について

１．はじめに

今回､ 厚岸湖岸のアッケシソウの分布調査をすると同時にアッケシソウの植生環境につ

いても考えていきたいと考えた。

これまでの厚岸教育委員会の調査によると、アッケシソウの植生地の減少や群落の縮小は、



地盤沈下や侵食などで生育環境が狭められたり、また、土壌環境の悪化が原因で減少して

いるのではないかと推測されている｡ 実際、トキタイ川右岸の地図上ある湿地帯が侵食水

没してなくなっている状態である。

　今回、アッケシソウが植生分布している場所は、満潮時には、完全に冠水してしまう場

所であり、冠水していないときつまり干潮時をねらわないとなかなか調査できないところ

である。

　

２．調査地及び調査方法

　金田崎、猫の沢、東梅川右岸、東梅川左岸、イクラウシ右岸、イクラウシ河口、イクラ

ウシ左岸、の計７ヶ所を調査地点とした

また、調査方法としては、各地域のアッケシソウが分布している近くの水溜りをサンプ

ルとして小瓶に汲み取り、大学の生理学研究室に持ち帰り、海水塩度計（８－１０型）で

塩分濃度を測定した。また、ＰＨ測定器で各地域の海水のＰＨを測定した。

　気温については、厚岸水鳥観察館のデータを参考とした。

３．結果

　ＰＨ測定としては、中性リン酸塩ＰＨ標準液（標準緩衝液、ＰＨ標準液）６．８６を使

用した。蒸留水のＰＨの測定は６．８７であった。この数値を基準の目安とした。

● 金田崎サンプル（７月３１日採取）～群生地すぐそばのところ

●猫の沢、東梅川右岸サンプル（８月１日採取）~群生地近く～

　　　　ＰＨ 　　　塩分濃度（%）

金田崎 ６．５４ １５．０

猫の沢 　　　６．４９ 　　　１６．０

東梅川右岸 　　　６．６０ 　　　１６．５

●イクラウシ川左岸（８月２８日採取）～群生地すぐそばのところ～

ＰＨ 塩分濃度（%）

イクラウシ川左岸 　　　６．７７ 　　　３０．０



●イクラウシ川左岸（９月５日採取）～群生地より少し離れたところ～

●イクラウシ河口域（９月５日採取）～分布すぐそばのところ～

ＰＨ 塩分濃度（%）

イクラウシ川左岸 　　　７．８６ 　　　２５．０

イクラウシ川河口域 　　　７．２６ 　　　２９．０

●イクラウシ川右岸（９月１３日採取）～群生地すぐそばのところ～

●東梅川左岸（９月１３日採取）～群生地すぐそばの池状地～

●猫の沢（９月１３日採取）～群生地すぐそばの池状地～

ＰＨ 塩分濃度（%）

イクラウシ川右岸 　　　７．０７ 　　　２９．０

東梅川左岸 　　　７．１０ 　　　３０．０

猫の沢 　　　７．５３ 　　　３２．０

● 金田崎（１０月１１日）～群生地すぐそばのところ～

ＰＨ 塩分濃度（%）

金田崎 ６．９７ 　　　３２．０

４．考察

　今回、アッケシソウが群生しているところの水溜りを測定した結果、各地域ごとのＰＨ

と塩分濃度が異なった。７月３１日と８月１日は、前日大雨が降り、数値にその影響が出

たものと考える。分布近辺の海水は、全体的にややアルカリ性である。また、塩分濃度も

若干の低めの傾向がある。ただ、測定した場所は、前日の天候や当日の天候、そして潮の

干満の大きさでかなり変化してくると思われる。

　今回の調査で場所ごとによって、アッケシソウの生育状況が異なっていた。背丈等が大

きく育っているところと、そうでないところ、緑の色の違いなどが見られた。また、特に

ホロニタイ地区とイクラウシ地区は、土壌がヘドロ化して鼻を突く悪臭を放っていた。

　今後、今回行った調査のほかに環境調査として、潮汐、土壌ＰＨ、有機物含量、地温な

どを計測、比較していく必要があると考える。

Ⅲ　おわりに

　地図上には、アッケシソウと載っているが、そこまでの道もなく、そう簡単にいけない

地域であることがわかった。そのことが余計にアッケシソウが分布しているところに行っ



てこの眼で自然に自生しているアッケシソウを是が非でも見てみたいという気持ちになっ

た。そのような気持ちを学生時代からずっと持っていたが、縁があって仕事で厚岸町内に

勤務することになり、町内のアッケシソウのことをいろいろ聞いたり､ 調べたりしていく

うちに自分にとっては、専門外であるが是非自分でこのアッケシソウについての研究をし

てみたいという気持ちが大きくなり、縁あって実現でき、様々な人達の協力をもらいなが

ら研究ができた。１年間、厚岸湖岸の現地に入り、始めて見るアッケシソウに感激した。

その自生している現地は、街からこんなに近いのに全く人の手が入っていない場所であり、

自然の山があり、川があり、湿地があり、タンチョウが見れたり、蚊やブヨがたくさんい

るなどそのままの自然が残っている場所であった。実際、厚岸湖からの対岸の景色のすば

らしさを感じたこと、また、湿地帯（湿原）にいるときは､ まるで別世界にいるような感

じであった。まさに現地は、近くて遠い場所であった。この場所は、むやみに人が入って

欲しくないそんな魅力のある場所でもある。

　しかしながら自然が残っているけれども､ その自然が直接人間の手は加わってないもの

の少しずつ崩れていっているように感じた。湖岸に砂地がほとんどなく土壌がヘドロ化し

て異臭を放つところが問題であり、環境改善へ向けて今後何らかの対策を講じる必要があ

る。
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●金田崎Ｂｅｌｔ－ｔｒａｎｓｅｃｔより土地の起伏測定
　　距離 　　高さ

0 0
1.6 0.38
2 1.3

2.2 1.3
2.6 1.26
3.1 1.11
3.7 1.07
4.2 0.96
4.6 0.72
5.4 0.78
6.2 1.02
7.6 0.94
8.6 0.95
9.6 0.98

10.6 1
11.6 1.03
13.6 1.07
15.4 1.09
16.4 1.07
16.6 1.09
21.6 1.08
30.7 1.11
31.2 1.05
31.6 0.98
32.5 0.91
34.1 1.05
35.1 1.06
37.1 1
40.1 1.05
41.6 1.01
42.7 1.01
44.6 1.02
45.1 1.08
46.6 1.09
47.7 1.05
48.3 1.08
48.9 1
51.6 1.07
52.6 1.07
53.9 1.06
55.6 1.05
58.1 1.04
60.6 1.04
63.6 1
65.8 1
68.8 1.01
70.6 0.98
72.6 0.96
75.1 0.97
76.9 0.93
77.6 0.89
78.6 0.92
79.6 0.91
81 0.89

84.3 0.9
87.1 0.86
88.7 0.83
89.3 0.6
90.1 0.75
91.6 0.61
94.5 0.77
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●金田崎Belt-transect上の植被

　距離 　　アマモ 　スガモ　 エゾオグルマ 　　ヨシ ホソバノハマアカザ ヤマアワ ヒメウシオスゲ アッケシソウ チシマドジョウツナギ 　　シバナ ウミミドリ

０～１ 3

１～２ 40

２～３ 10 20 30

３～４ 10 30 30 40

４～５ 50 20

５～６ 40 2

６～７ 25 10

７～８ 35 10 35

８～９ 20 10 70

９～１０ 20 10 70

１０～１１ 5 95

１１～１２ 1 99

１２～１３ 100

１３～１４ 100

１４～１５ 100

１５～１６ 20

１６～２２

２２～２３ 1

２３～２４ 7

２４～２５ 15

２５～２６ 11

２６～２７ 18

２７～２８ 12

２８～２９ 3

２９～３０ 7

３０～３１ 100

３１～３２ 100

３２～３３ 90

３３～３４ 15

３４～３５ 100

３５～３６ 100

３６～３７ 97

３７～３８ 90 2

３８～３９ 60 2

３９～４０ 2 8

４０～４１ 3 2

４１～４２ 95 1

４２～４３ 100

４３～４４ 70

４４～４５ 1

４５～４６

４６～４７ 5

４７～５０

５０～５１

５１～５２ 4 1

５２～５３ 2 2

５３～５４ 3 1 1

５４～５５ 5 2 4

５５～５６ 2 1 2 1

５６～５７ 1 7 3 5

５７～６１ .

６１～６２ 5 1

６２～６３ 5 1 3

６３～６４ 1 5

６４～７４

７４～７５ 2

７５～７６ 5 2

７６～７７ 2

７７～７８

７８～７９ 3

７９～８０ 1 2

８０～８３

８３～８４ 2

８４～８５ 8

８５～８６ 20

８６～８７ 7 35

８７～８８ 2 90 1 7

８８～８９ 5 92 3

８９～９０ 20 80

９０～９１ 40 60

９１～９２ 70 28 2
９２～９３ 100 5



金田崎Ｂｅｌｔ－ｔｒａｎｓｅｃｔ上の植被
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表１．トキタイ川右岸金田崎地区アッケシソウを中心としたの植被調査　 ―常在度表―

（調査日：平成１１年７月３１日）

　　　潮位：Ｈｉｇｈ　 　４：５０　 　１．２４

　　　　　　　　　　　１１：４０　 　０．１８

　　　　　　Ｌｏｗ　　１８：２４　 　１．１８

　　　　　　　　　　　２３：５６　 　０．６４

●４７m×２０ｍのアッケシソウ群落の範囲からアトランダムに抽出

原番号　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　　　２ 　　　

調査記号　　　　　　　　　　　　　Ａ　　　　　　　　　　　　　　　Ｂ

位地（Ｎ）　　　　　　　４３°０３′０７″　 　　　　　　　４３°０３′０７″ 　　

　　 （E）　　　　　　１４４°５６′２７″　 　　　　　　１４４°５６′２７″ 　　　　　　　　　　　　

調査面積（㎡）　 　　　　　　　１×１　　　　　　　　　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　　　３ 　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　　５　　　　　１１　　　　　　１１　　　　　　１４
チシマドジョウツナギ　 　　　・　　　　　　・　　　　　　　３　　　　　　２４
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　　３　　　　　　３２
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　

原番号　　　　　　　　　　　　　　３　　　　　　　　　　　　　　　４

調査記号　　　　　　　　　　　　　　Ｃ　　　　　　　　　　　　　　　Ｄ

位地（Ｎ）　　　　　　　　４３°０３′０７″　 　　　　　　４３°０３′０７″

　　 （E）　　　　　　　１４４°５６′２７″　 　　　　　１４４°５６′２７″

調査面積（㎡）　 　　　　　　　　１×１　　　　　　　　　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　　　　３　　　　　　　　　　　　　　　　３

　　　　　　　　　　　　植　被　 (%)　　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ(cm)
アッケシソウ　 　　　　　　　９　　　　　　１４　　　　　３　　　　　　　１３ 　　
チシマドジョウツナギ　 　　　２　　　　　　２８　　　　　２　　　　　　　２４
シバナ　　　　　　　　　　１０　　　　　　２３　　　　　１　　　　　　　２０
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　・



原番号　　　　　　　　　　　　　５　　　　　　　　　　　　　　　６

調査記号　　　　　　　　　　　　Ｅ　　　　　　　　　　　　　　　Ｆ

位地（Ｎ）　　　　　　　４３°０３′０７″　 　　　　　　４３°０３′０７″

　　 （E）　　　　　　１４４°５６′２７″　 　　　　　１４４°５６′２７″ 　　　　　　　

調査面積（㎡）　 　　　　　　１×１　　　　　　　　　　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　　　３　　　　　　　　　　　　　　　　２

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　１７　　　　　　１２　　　　　２０　　　　　１４
チシマドジョウツナギ　 　　　１　　　　　　２８　　　　　　２　　　　　２６
シバナ　　　　　　　　　　　３　　　　　　２２　　　　　　・　　　　　　・
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　

原番号　　　　　　　　　　　　　７　　　　　　　　　　　　　　　８

調査記号　　　　　　　　　　　　Ｇ　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ

位地（Ｎ）　　　　　　　４３°０３′０７″　 　　　　　　４３°０３′０７″

　　 （E）　　　　　　１４４°５６′２７″　 　　　　　１４４°５６′２７″

調査面積（㎡）　 　　　　　　　１×１　　　　　　　　　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　　　　　２

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　１３　　　　　　１４　　　　　８　　　　　　１３
チシマドジョウツナギ　 　　　２　　　　　　２５　　　　　・　　　　　　　・ 　　　
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　４　　　　　　３０
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・



　　　　　　　　　　　

原番号　　　　　　　　　　　　　９　　　　　　　　　　　　　　１０

調査記号　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　Ｊ

位地（Ｎ）　　　　　　　４３°０３′０７″　 　　　　　　４３°０３′０７″

　　 （E）　　　　　　１４４°５６′２７″　 　　　　　１４４°５６′２７″

調査面積（㎡）　 　　　　　　　１×１　　　　　　　　　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　　　　３　　　　　　　　　　　　　　　１

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　１０　　　　　　１５　　　　　２　　　　　　７
チシマドジョウツナギ　 　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　・
シバナ　　　　　　　　　　　２　　　　　　２５　　　　　・　　　　　　・
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　３　　　　　　３０　　　　　・　　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　・ 　　
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　・

原番号　　　　　　　　　　　　１１　　　　　　　　　　　　　　１２

調査記号　　　　　　　　　　　　　Ｋ　　　　　　　　　　　　　　　Ｌ

位地（Ｎ）　　　　　　　４３°０３′０７″　 　　　　　　　４３°０３′０７″

　　 （E）　　　　　　１４４°５６′２７″　 　　　　　　１４４°５６′２７″

調査面積（㎡）　 　　　　　　　１×１　　　　　　　　　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　　　　３

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　１１　　　　　　１２　　　　　３　　　　　　１６
チシマドジョウツナギ　 　　　・　　　　　　　・　　　　０．２　　　　　１２
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　０．５　　　　　１４
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　３　　　　　　２２　　　　　・　　　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・



原番号　　　　　　　　　　　　１３　　　　　　　　　　　　　　１４

調査記号　　　　　　　　　　　　Ｍ　　　　　　　　　　　　　　　　Ｏ

位地（Ｎ）　　　　　　　４３°０３′０７″　 　　　　　　４３°０３′０７″

　　 （E）　　　　　　１４４°５６′２７″　 　　　　　１４４°５６′２７″

調査面積（㎡）　 　　　　　　　１×１　　　　　　　　　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　　　　　３

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　　９　　　　　　１４　　　　　６　　　　　　１３
チシマドジョウツナギ　 　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・ 　
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　０．２　　　　　１０
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　５　　　　　　２０　　　　１０　　　　　　２９
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・

原番号　　　　　　　　　　　　１５　　　　　　　　　　　　　　１６

調査記号　　　　　　　　　　　　Ｐ　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ′

位地（Ｎ）　　　　　　　４３°０３′０７″　 　　　　　　４３°０３′０７″

　 （E）　　　　　　１４４°５６′０７″　 　　　　　１４４°５６′０７″

調査面積（㎡）　 　　　　　　　１×１　　　　　　　　　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　　　　　３

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　　７　　　　　　１８　　　　　　６　　　　　１７
チシマドジョウツナギ　 　　　２　　　　　　３０　　　　　　２　　　　　２９
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　０．３　　　　１１
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・



原番号　　　　　　　　　　　　１７　　　　　　　　　　　　　　１８

調査記号　　　　　　　　　　　　Ｑ　　　　　　　　　　　　　　　Ｑ′

位地（Ｎ）　　　　　　　４３°０３′０８″　 　　　　　　４３°０３′０８″

　　 （E）　　　　　　１４４°５６′２７″　 　　　　　１４４°５６′２７″

調査面積（㎡）　 　　　　　　　１×１　　　　　　　　　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　　　　１

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　２２　　　　　　１６　　　　２５　　　　　　１６
チシマドジョウツナギ　 　　　２　　　　　　３３　　　　　・　　　　　　　・
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・

原番号　　　　　　　　　　　　１９　　　　　　　　　　　　　　２０

調査記号　　　　　　　　　　　　Ｑ″　　　　　　　　　　　　　　Ｒ

位地（Ｎ）　　　　　　　４３°０３′０８″　 　　　　　　４３°０３′０８″ 　

　　 （E）　　　　　　１４４°５６′２７″　 　　　　　１４４°５６′２７″

調査面積（㎡）　 　　　　　　　１×１　　　　　　　　　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　　　３

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　２４　　　　　　１６　　　　　５　　　　　　１７
チシマドジョウツナギ　 　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　１　　　　　　４８
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　５８　　　　　　３２
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・



●１５ｍ×４ｍのアッケシソウ群落の範囲内よりアトランダムに抽出

原番号　　　　　　　　　　２１　　　　　　　　　　　　　　２２

調査記号　　　　　　　　　Ａ－１　　　　　　　　　　　　　Ｂ－１

位地（Ｎ）　　　　　４３°０３′０９″　 　　　　　　４３°０３′０９″

　　 （E）　　　　１４４°５６′２３″　 　　　　　１４４°５６′２３″ 　　　　

調査面積（㎡）　 　　　　　１×１　　　　　　　　　　　　　１×１ 　

出現種数　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　　　　　１

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　１４　　　　　　１１　　　　１３　　　　　　１０
チシマドジョウツナギ　 　　０．５　　　　　１３　　　　　・　　　　　　　・
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・

原番号　　　　　　　　　　２３　　　　　　　　　　　　　　２４

調査記号　　　　　　　　　Ｃ－１　　　　　　　　　　　　　Ｄ－１

位地（Ｎ）　　　　　４３°０３′０９″　 　　　　　　４３°０３′０９″ 　

　　 （E）　　　　１４４°５６′２３″　 　　　　　１４４°５６′２３″ 　　　　　

調査面積（㎡）　 　　　　１×１　　　　　　　　　　　　　　１×１ 　

出現種数　　　　　　　　　　３　　　　　　　　　　　　　　　２

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　　７　　　　　　１０　　　　１９　　　　　　１５
チシマドジョウツナギ　 　　　２　　　　　　３３　　　　　２　　　　　　３４
シバナ　　　　　　　　　　　２　　　　　　３８　　　　　・　　　　　　　・
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・

　



原番号　　　　　　　　　　　　　２５

調査記号　　　　　　　　　　　　　Ｅ－１

位地（Ｎ）　　　　　　　４３′０３′０９″

　　 （E）　　　　　　１４４°５６′２３″

調査面積（㎡）　 　　　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　　　　１

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　　４　　　　　　１２
チシマドジョウツナギ　 　　　・　　　　　　　・
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　　・
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　　・

●１５ｍ×５ｍのアッケシソウ群落の範囲内からアトランダムに抽出

原番号　　　　　　　　　　　　　２６　　　　　　　　　　　　２７

調査記号　　　　　　　　　　　　Ａ－２　　　　　　　　　　　Ｂ－２

位地（Ｎ）　　　　　　　４３°０３′０９″　 　　　　　　４３°０３′０９″

　　 （E）　　　　　　１４４°５６′２３″　 　　　　　１４４°５６′２３″

調査面積（㎡）　 　　　　　　　１×１　　　　　　　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　２

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　　９　　　　　　９　　　　　　７　　　　　　９
チシマドジョウツナギ　 　　　・　　　　　　・　　　　　０．５　　　　２７
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・



原番号　　　　　　　　　　　　　２８　　　　　　　　　　　　２９

調査記号　　　　　　　　　　　　Ｃ－２　　　　　　　　　　　Ｄ－２

位地（Ｎ）　　　　　　４３°０３′０９″　 　　　　　　　４３°０３′０９″

　　 （E）　　　　　１４４°５６′２３″　 　　　　　　１４４°５６′２３″

調査面積（㎡）　 　　　　　　　１×１　　　　　　　　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　　　２

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　　８　　　　　　１６　　　　　８　　　　　　１０
チシマドジョウツナギ　 　　　・　　　　　　　・　　　　　９　　　　　　２９
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
ヒメウシオスゲ　 　　　　　１５　　　　　　３３　　　　　・　　　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・

原番号　　　　　　　　　　　　　３０　　　　　　　　　　　　３１

調査記号　　　　　　　　　　　　Ｅ－２　　　　　　　　　　　Ｆ－２

位地（Ｎ）　　　　　　　４３°０３′０９″　 　　　　　　　４３°０３′０９″

　　 （E）　　　　　　１４４°５６′２３″　 　　　　　　１４４°５６′２３″

調査面積（㎡）　 　　　　　　　１×１　　　　　　　　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　　　１

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　　５　　　　　　８　　　　　　４　　　　　　１０
チシマドジョウツナギ　 　　　２　　　　　２４　　　　　　・　　　　　　　・
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　　・
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　　・



原番号　　　　　　　　　　　　　３２

調査記号　　　　　　　　　　　　Ｇ－２

位地（Ｎ）　　　　　　　４３°０３′０９″

　　 （E）　　　　　　１４４°５６′２３″

調査面積（㎡）　 　　　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　　　　１

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　　３　　　　　　９
チシマドジョウツナギ　 　　　・　　　　　　・
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　・
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　・

●１５ｍ×１０ｍのアッケシソウ群落の範囲内からアトランダムに抽出

原番号　　　　　　　　　　　　　３３　　　　　　　　　　　　３４

調査記号　　　　　　　　　　　　Ａ－３　　　　　　　　　　　Ｂ－３

位地（Ｎ）　　　　　　　４３°０３′０９″　 　　　　　　４３°０３′０９″

　　 （E）　　　　　　１４４°５６′２１″　 　　　　　１４４°５６′２１″

調査面積（㎡）　 　　　　　　　　１×１　　　　　　　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　　３

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　１４　　　　　　９　　　　　１３　　　　　１０
チシマドジョウツナギ　 　　　２　　　　　３０　　　　０．５　　　　　２１
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　１　　　　　１５
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・



原番号　　　　　　　　　　　　　３５　　　　　　　　　　　　３６

調査記号　　　　　　　　　　　　Ｃ－３　　　　　　　　　　　Ｄ－３

位地（Ｎ）　　　　　　　　４３°０３′０９″　 　　　　　４３°０３分０９″

　　 （E）　　　　　　　１４４°５６′２１″　 　　　　　１４４°５６′２１″

調査面積（㎡）　 　　　　　　　１×１　　　　　　　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　２

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　　６　　　　　　９　　　　　　１５　　　　１１
チシマドジョウツナギ　 　　　・　　　　　　・　　　　　　　４　　　　２４
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・

原番号　　　　　　　　　　　　　３７

調査記号　　　　　　　　　　　　Ｅ－３ 　

位地（Ｎ）　　　　　　　　４３°０３′０９″

　　 （E）　　　　　　　　１４４°５６′２１″

調査面積（㎡）　 　　　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　　　　２

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　　８　　　　　１０
チシマドジョウツナギ　 　　　３　　　　　２０
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　・
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　・



●５ｍ×５ｍのアッケシソウ群落の範囲内からアトランダムに抽出

原番号　　　　　　　　　　　　　３８　　　　　　　　　　　　　３９

調査記号　　　　　　　　　　　　Ａ－４　　　　　　　　　　　　Ｂ－４

位地（Ｎ）　　　　　　　　４３°０３′０９″　 　　　　　　４３°０３′０９″

　　 （E）　　　　　　　１４４°５６′２１″　 　　　　　　１４４°５６′２１″

調査面積（㎡）　 　　　　　　　１×１　　　　　　　　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　　　　３

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　１０　　　　　　１１　　　　　６　　　　　　　８
チシマドジョウツナギ　 　　　１　　　　　　１０　　　　　５　          　 １０
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　１　　　　　　　１５
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　・

原番号　　　　　　　　　　　　　４０　　　　　　　　　　　　　４１

調査記号　　　　　　　　　　　　Ｃ－４　　　　　　　　　　　　Ｄ－４

位地（Ｎ）　　　　　　　　４３°０３′０９″　 　　　　　　４３°０３′０９″

　　 （E）　　　　　　　１４４°５６′２１″　 　　　　　１４４°５６′２１″

調査面積（㎡）　 　　　　　　　１×１　　　　　　　　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　　１ 　

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　　５　　　　　　１３　　　　　１５　　　　　１２
チシマドジョウツナギ　 　　　・　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　　・　            ・



原番号　　　　　　　　　　　　　４２

調査記号　　　　　　　　　　　　Ｅ－４

位地（Ｎ）　　　　　　　　４３°０３′０９″

　　 （E）　　　　　　　１４４°５６′２１″

調査面積（㎡）　 　　　　　　　　１×１ 　

出現種数　　　　　　　　　　　　　２

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　２０　　　　　　１１
チシマドジョウツナギ　 　　　２　　　　　　２４
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　　・
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　　・

５ｍ×２ｍのアッケシソウの範囲内からアトランダムに抽出

原番号　　　　　　　　　　　　　４３ 　　　　　　　　　　　　　

調査記号　　　　　　　　　　　　Ａ－５

位地（Ｎ）　　　　　　　　　４３°０３′０８″

　　 （E）　　　　　　　　１４４°５６′１８″

調査面積（㎡）　 　　　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　　　　２

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　　８　　　　　１２
チシマドジョウツナギ　 　　　１　　　　　１２
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　・
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　・



●２０ｍ×５ｍのアッケシソウの範囲内からアトランダムに抽出

原番号　　　　　　　　　　　　　４４　　　　　　　　　　　　　　４５

調査記号　　　　　　　　　　　　Ｂ－５　　　　　　　　　　　　　Ｃ－５

位地（Ｎ）　　　　　　　４３°０３′０９″　 　　　　　　　４３°０３′０９″

　　 （E）　　　　　　１４４°５６′１８″　 　　　　　　１４４°５６′１８″

調査面積（㎡）　 　　　　　　　１×１　　　　　　　　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　　　　３

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　　７　　　　　　１３　　　　１０　　　　　　１１
チシマドジョウツナギ　 　　　１　　　　　　１２　　　　　・　　　　　　　・
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　１　　　　　　１５
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　５　　　　　　３５
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・

●４0ｍ×５ｍのアッケシソウ群落の範囲内からアトランダムに抽出

原番号　　　　　　　　　　　　４６　　　　　　　　　　　　　　　４７

調査記号　　　　　　　　　　　Ａ－６　　　　　　　　　　　　　　Ｂ－６

位地（Ｎ）　　　　　　　４３°０３′１１″　 　　　　　　　４３°０３′１１″

　　 （E）　　　　　　１４４°５６′１５″　 　　　　　　１４４°５６′１５″

調査面積（㎡）　 　　　　　　　１×１　　　　　　　　　　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　　　　２

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　　８　　　　　　１２　　　　　７　　　　　　１２
チシマドジョウツナギ　 　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　４　　　　　　２５
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・



原番号　　　　　　　　　　　４８

調査記号　　　　　　　　　　Ｃ－６

位地（Ｎ）　　　　　　　４３°０３′１１秒 　

　　 （E）　　　　　　１４４°５６′１５″

調査面積（㎡）　 　　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　　　３

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　２０　　　　　　１４
チシマドジョウツナギ　 　　　１　　　　　　２８
シバナ　　　　　　　　　　　２　　　　　　２０
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　　・

●５m×５m のアッケシソウ群落の範囲内からアトランダムに抽出

原番号　　　　　　　　　　　４９　　　　　　　　　　　　　　５０

調査記号　　　　　　　　　　Ａ－７　　　　　　　　　　　　　Ｂ－７

位地（Ｎ）　　　　　　　４３°０３′１２″　 　　　　　４３°０３′１２″

　　 （E）　　　　　　１４４°５６′１３″　 　　　　１４４°５６′１３″

調査面積（㎡）　 　　　　　１×１　　　　　　　　　　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　　　　　１

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　　７　　　　　　１５　　　　１１　　　　　　１５
チシマドジョウツナギ　 　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・



●２m×５m のアッケシソウ群落の範囲内からアトランダムに抽出

原番号　　　　　　　　　　　　５１　　　　　　　　　　　　５２

調査記号　　　　　　　　　　　Ａ－８　　　　　　　　　　　Ｂ－８

位地（Ｎ）　　　　　　　４３°０３′１１″　 　　　　　　４３°０３′１１″

　　 （E）　　　　　　１４４°５６′１４″　 　　　　　１４４°５６′１４″

調査面積（㎡）　 　　　　　　１×１　　　　　　　　　　　　１×１ 　

出現種数　　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　　　２

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　１５　　　　　　１２　　　　　９　　　　　　１３
チシマドジョウツナギ　 　　　１　　　　　　３８　　　　　２　　　　　　３９
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　・

●１ｍ×２ｍのアッケシソウ群落の範囲内からアトランダムに抽出

原番号　　　　　　　　　　　　５３

調査記号　　　　　　　　　　　Ａ－９

位地（Ｎ）　　　　　　　４３°０３′０９″

　　 （E）　　　　　　１４４°５６′１３″

調査面積（㎡）　 　　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　　　２

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　　８　　　　　　１５
チシマドジョウツナギ　 　　　２　　　　　　２８
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　　・
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　　・ 　
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　　・



　表２．トキタイ川左岸猫の沢地区のアッケシソウを中心とした植被調査　 ―常在度表―

（調査日：平成１１年８月１日）

　　　　潮位：Ｈｉｇｈ　 　５：３３　　１．１９

　　　　　　　Ｌｏｗ　　１２：１２　 　０．２６

　　　　　　　Ｈｉｇｈ　１８：５１　 　１．１８

●２ｍ×５ｍのアッケシソウ群落の範囲内からアトランダムに抽出

原番号　　　　　　　　　　　５４　　　　　　　　　　　　　　５５

調査記号　　　　　　　　　　Ａ－①　　　　　　　　　　　　　Ｂ－②

位地（Ｎ）　　　　　　４３°０３′２３″　 　　　　　　４３°０３′２３″

　　 （E）　　　　　１４４°５５′５０″　 　　　　　１４４°５５′５０″

調査面積（㎡）　 　　　　　１×１　　　　　　　　　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　　　　３

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　　１　　　　　　７　　　　　　１　　　　　　７
チシマドジョウツナギ　 　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　５　　　　　　１６
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　４　　　　　　１９　　　　　５　　　　　　２２
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・

原番号　　　　　　　　　　　５６　　　　　　　　　　　　　　５７

調査記号　　　　　　　　　　Ａ－②　　　　　　　　　　　　　Ｂ－②

位地（Ｎ）　　　　　　４３°０２′１８″　 　　　　　　４３°０２′１８″

　　 （E）　　　　　１４４°５６′４５″　 　　　　　１４４°５６′４５″

調査面積（㎡）　 　　　　　１×１　　　　　　　　　　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　　３　　　　　　　　　　　　　　　　１

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　　２　　　　　　９　　　　　０．２　　　　　８
チシマドジョウツナギ　 　　　２　　　　　　２６　　　　　　・　　　　　・
シバナ　　　　　　　　　　　４　　　　　　１９　　　　　　・　　　　　・
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　・



●２ｍ×１m のアッケシソウ群落の範囲内からアトランダムに抽出（A－③）

●５ｍ×５m のアッケシソウ群落の範囲内からアトランダムに抽出（B－③）

●３ｍ×３ｍのアッケシソウ群落の範囲内からアトランダムに抽出（Ｃ－③）

原番号　　　　　　　　　　　５８　　　　　　　　　　　　　　　５９

調査記号　　　　　　　　　　A－③　　　　　　　　　　　　　　B－③

位地（Ｎ）　　　　　　４３°０２′１７″　 　　　　　　４３°０２′１７″

　　 （E）　　　　　１４４°５６′４５″　 　　　　　１４４°５６′４５″

調査面積（㎡）　 　　　　　１×１　　　　　　　　　　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　　　　３

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　　１　　　　　　１１　　　　０．２　　　　　１０
チシマドジョウツナギ　 　　　・　　　　　　・　　　　　　２　　　　　　２０
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　１　　　　　　１３
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・

原番号　　　　　　　　　　　６０

調査記号　　　　　　　　　　Ｃ－③

位地（Ｎ）　　　　　　４３°０２′１７″

　　 （E）　　　　　１４４°５６′４５″

調査面積（㎡）　 　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　　１

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　　１　　　　　　１２
チシマドジョウツナギ　 　　　・　　　　　　・
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　・
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　・



●１ｍ×２ｍのアッケシソウ群落の範囲内からアトランダムに抽出（Ａ－④）

●１ｍ×１．５ｍのアッケシソウ群落の範囲内からアトランダムに抽出（Ｂ－④）

原番号　　　　　　　　　　　６１　　　　　　　　　　　　　　６２

調査記号　　　　　　　　　　Ａ－④　　　　　　　　　　　　　Ｂ－④

位地（Ｎ）　　　　　　４３°０２′１７″　 　　　　　　　４３°０２′１７″

（E） １４４°５６′４３″　 　　　　　　１４４°５６′４３″

調査面積（㎡）　 　　　　　１×１　　　　　　　　　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　　３　　　　　　　　　　　　　　　３

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　　２　　　　　　１３　　　　　　１　　　　　１１
チシマドジョウツナギ　 　　　３　　　　　　１３　　　　　　・　　　　　　・
シバナ　　　　　　　　　　　１　　　　　　１３　　　　　　２　　　　　１６
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　１４　　　　　３４
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・

●１０m×１０ｍのアッケシソウ群落の範囲内からアトランダムに抽出

原番号　　　　　　　　　　　６３　　　　　　　　　　　　　　６４

調査記号　　　　　　　　　　Ａ－⑤　　　　　　　　　　　　　Ｂ－⑤

位地（Ｎ）　　　　　　　４３°０２′１６″　 　　　　　　４３°０２′１６″

　　 （E）　　　　　　１４４°５６′４２″　 　　　　　１４４°５６′４２″

調査面積（㎡）　 　　　　　１×１　　　　　　　　　　　　　１×1

出現種数                     1                               3

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ                １　 　         ９　 　         ２           １０
チシマドジョウツナギ        ・　 　　 　　 ・　　　　  　  １　　　　  　１８
シバナ　　   　　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　  　 ・　  　　　　・
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　　・ 　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　・　　　　　　　・ 　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　 ３　　　　　　１８
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　　・



原番号                     ６５

調査記号　　　　　　　　　Ｃ－⑤

位地（Ｎ）　　　　　　４３°０２′１６″

　　 （E）　　　　　１４４°５６′４２″

調査面積（㎡）　 　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　４

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　　２　　　　　　１０
チシマドジョウツナギ　 　　　・　　　　　　・
シバナ　　　　　　　　　　　１　　　　　　１２
ヒメウシオスゲ　 　　　　　１５　　　　　　２７
エゾツルキンバイ　 　　　　　２　　　　　　１６
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　・

●２ｍ×２ｍのアッケシソウ群落の範囲内からアトランダムに抽出

原番号　　　　　　　　　　　６６ 　　　　　　　　　　　

調査記号　　　　　　　　　　Ａ－⑥

位地（Ｎ）　　　　　　４３°０２′１７″

　　 （E）　　　　　１４４°５６′４０″

調査面積（㎡）　 　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　　３

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　　５　　　　　　１３
チシマドジョウツナギ　 　　　１　　　　　　９
シバナ　　　　　　　　　　　１　　　　　　１５
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　・



●５ｍ×１０ｍのアッケシソウ群落の範囲内からアトランダムに抽出

原番号　　　　　　　　　６７　　　　　　　　　　　　　　６８

調査記号　　　　　　　　Ａ－⑦ 　　　　　　　　　　　　　Ｂ－⑦

位地（Ｎ）　　　　　　４３°０２′１８″　 　　　　　４３°０２′１８″

　　 （E）　　　　　１４４°５６′４０″　 　　　　１４４°５６′４０″

調査面積（㎡）　 　　　　１×１　　　　　　　　　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　３　　　　　　　　　　　　　　　　１

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　　６　　　　　　１１　　　　　１　　　　　　８
チシマドジョウツナギ　 　　　３　　　　　　１７　　　　　・　　　　　　・
シバナ　　　　　　　　　　　３　　　　　　１４　　　　　・　　　　　　・
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
ウミミドリ            　 　　・　　　　　　・　　　　　　・     　　　 ・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・

原番号　　　　　　　　　　６９　　　　　　　　　　　　　７０

調査記号　　　　　　　　　Ｃ－⑦　　　　　　　　　　　　Ｄ－⑦

位地（Ｎ）　　　　　　　４３°０２′１８″　 　　　　４３°０２′１８″

　　 （E）　　　　　　１４４°５６′４０″　 　　　１４４°５６′４０″

調査面積（㎡）　 　　　　　１×１　　　　　　　　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　　　２

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　　２　　　　　　１１　　　　　６　　　　　　１２
チシマドジョウツナギ　 　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　１　　　　　　１０
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・



●５ｍ×１０ｍのアッケシソウ群落の範囲内からアトランダムに抽出

原番号　　　　　　　　　　７１　　　　　　　　　　　　　７２

調査記号　　　　　　　　　Ａ－⑧　　　　　　　　　　　　Ｂ－⑧

位地（Ｎ）　　　　　　４３°０２′１８″　 　　　　　４３°０２′１８″

　　 （E）　　　　　１４４°５６′３９″　 　　　　１４４°５６′３９″ 　　　

調査面積（㎡）　 　　　　　１×１　　　　　　　　　　　　１×１ 　　　

出現種数　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　　　３

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　１７　　　　　　１４　　　　１３　　　　　　１１
チシマドジョウツナギ　 　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
シバナ　　　　　　　　　　　１　　　　　　１９　　　　　・　　　　　　・
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　５　　　　　　２７
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　・　　　　　　１　　　　　　２４
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・

原番号　　　　　　　　　　７３

調査記号　　　　　　　　　Ｃ－⑧

位地（Ｎ）　　　　　　４３°０２′１８″

　　 （E）　　　　　１４４°５６′３９″ 　　　

調査面積（㎡）　 　　　　　１×１ 　　　　　　　　　　

出現種数　　　　　　　　　　　３

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　　４　　　　　　１５
チシマドジョウツナギ　 　　　・　　　　　　・
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　・
ヒメウシオスゲ　 　　　　　２５　　　　　　２６
エゾツルキンバイ　 　　　　　１　　　　　　２５
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　・



●１ｍ×８０ｍのアッケシソウ群落の範囲内からアトランダムに抽出

原番号　　　　　　　　　　７４　　　　　　　　　　　　　７５

調査記号　　　　　　　　　Ａ－⑨　　　　　　　　　　　　Ｂ－⑨

位地（Ｎ）　　　　　　４３°０２′１７″　 　　　　　４３°０２′１７″

　　 （E）　　　　　１４４°５６′３６″　 　　　　１４４°５６′３６″ 　　　

調査面積（㎡）　 　　　　　１×１　　　　　　　　　　　　１×１ 　

出現種数　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　　１

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　　２　　　　　　１８　　　　　２　　　　　　１３
チシマドジョウツナギ　 　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・

原番号　　　　　　　　　　７６　　　　　　　　　　　　　７７

調査記号　　　　　　　　　Ｃ－⑨　　　　　　　　　　　　Ｄ－⑨

位地（Ｎ）　　　　　　４３°０２′１７″　 　　　　　４３°０２′１７″

　　 （E）　　　　　１４４°５６′３５″　 　　　　１４４°５６′３５″ 　　　

調査面積（㎡）　 　　　　　１×１　　　　　　　　　　　　１×１

出現種数　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　　　１

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　　１　　　　　　１２　　　　　１　　　　　　１５
チシマドジョウツナギ　 　　０．３　　　　　１４　　　　　・　　　　　　・
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・



原番号　　　　　　　　　　７８　　　　　　　　　　　　　　７９

調査記号　　　　　　　　　Ｅ－⑨　　　　　　　　　　　　　Ｆ－⑨

位地（Ｎ）　　　　　４３°０２′１７″　 　　　　　　４３°０２′１７″

　　 （E）　　　　１４４°５６′３４″　 　　　　　１４４°５６′３４″

調査面積（㎡）　 　　　　１×１　　　　　　　　　　　　　１×１ 　　

出現種数　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　　　２

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　　１　　　　　　１６　　　　　１　　　　　　１２
チシマドジョウツナギ　 　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・ 　　
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・
ウシオツメクサ　 　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　２　　　　　　８

原番号　　　　　　　　　　８０

調査記号　　　　　　　　　Ｇ－⑨

位地（Ｎ）　　　　　４３°０２′１７″ 　

　　 （E）　　　　１４４°５６′３３″ 　　　　

調査面積（㎡）　 　　　　１×１ 　　　　　　　　　　　

出現種数　　　　　　　　　　４

　　　　　　　　　　　　植　被（%）　高　さ（cm）　 植　被（%）　 高　さ（cm）
アッケシソウ　 　　　　　　　５　　　　　　７
チシマドジョウツナギ　 　　　・　　　　　　・
シバナ　　　　　　　　　　　・　　　　　　・
ヒメウシオスゲ　 　　　　　　４　　　　　　２６
エゾツルキンバイ　 　　　　　・　　　　　　・
ウミミドリ　　　　　　　　　２　　　　　　１２
ウシオツメクサ　 　　　　　　３　　　　　　８


























